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今回の

＞日本の森林の資源の量って増えているの？
＞建築物の内装に木材を使用するメリットとは？
＞日本に生息する樹木のうち、家具によく使われているのはどちら？
＞奈良時代に建立された法隆寺の建造物でおもに使われている木材は？
＞割り箸の使用量が増えた結果、森林破壊が進んでしまったってホント？
＞木づかい運動でウッド・チェンジ！

日本の森林・木材について、意外と知られていないことが多いようです。
今回は、サザエさんが森林・木材に関するクイズを5問出題。

何問分かるか挑戦してみてください。

林野庁職員
岡崎 日本の「木材」

サザエさん教えて！

木材のクイズに
答えてみて！
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出典：林野庁「森林資源の現況」（2017年3月31日現在）・林野庁業務資料
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なんとなく減っているような感じがするなぁ～

そうなのかぁ！
木材を使った製品を生活に取り入れていきたいね。

あらやだ、マスオさん、
逆よ。答えは
「1・増えている」。

日本は国土の約3分の2を森林が占める、世界でも有数の森林国なのはご
存知かしら？ その森林の約4割は人が木を植えて育てた人工林なの。
人工林の多くが十分に成長して「使いどき」になっているのだけど、日本の
森林資源は年々増え続けているのよ！
成長した木はタイミングよく切って利用して、そして新たに苗木を植える。そ
うすることで未来につながる森林の持続的なサイクルが保たれるんですって。

日本の森林の資源の量って増えているの？
1・増えている　2・減っている　3・変わらない

サザエです。
このたび、森林資源の持続的利用の推進のため、
家族で「森林の環（もりのわ）応援団」として活動を始めました。
皆さんは日本の木材のことをどのくらい知っていますか？ 

【参考】
サザエさん一家に「森林の環（もりのわ）応援団」を委嘱しました
https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/kouhou/230413_4.html

https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/kouhou/230413_4.html
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「針葉樹」と「広葉樹」、聞いたことはあるんだけど、
違いがわからないなぁ～。

僕の野球のバットは広葉樹が使われているのかなあ。
今度、木の種類を調べてみようかな。

ほぉ～。どおりでふんだんに木を使っている
わが家が暮らしやすいわけだな！

木を使った内装はデザインが魅力的なだけではないのか？
うーん、なかなか難しいな……。

【参考】
「内装木質化した建物事例とその効果」（（公財）日本住宅・木材技術センター）
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/attach/pdf/wckyougikai-47.pdf

建築物の内装に木材を使用するメリットとは？
1・湿度が一定に保たれる　2・ハウスダストが軽減される

3・ダニや細菌が生存しにくくなる

日本に生息する樹木のうち、家具によく使われているのはどちら？
1・針葉樹　2・広葉樹

内装（壁、床、天井）に木材を用いると、木材の吸放湿作用 が室内空間の
湿度をある程度一定に保ってくれるの。そして、湿度を保つことでハウスダ
ストの原因となるダニや細菌が生存しにくい環境にもなるのよ。さらには、
香りによるリラックス効果まで期待できちゃうっていいことづくめじゃない？
木材・木造建築物には、人が過ごしやすい環境づくりに効果があることが
科学的に明らかになってきているんですって。

父さん、
悩ませてごめんなさいね。
じつは全部正解なの！

カツオ、理科の授業で
習わなかった？ 
答えは「2・広葉樹」。

針葉樹は、真っすぐ伸びる性質があるので、住宅の柱や梁などの構造材に
利用されることが多いわ。
いっぽう、曲がって伸びがちな広葉樹は、椅子や机などの家具によく使わ
れているの。針葉樹に比べて固く重いというのがその理由。
それぞれの性質に合った製品に使われているのね。木製の製品を見かけ
たら、木の種類にも注目してみると面白そうよ！

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/attach/pdf/wckyougikai-47.pdf
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©長谷川町子美術館

えっと、えっと……スギさんにします！

ヒノキさんって、すっご～く強いんですね !!

【参考】
木づかい .com「ここがすごい！国産材」
https://www.kidukai.com/wood/wood.php

おもにヒノキを使って建てられた奈良県の法隆寺や薬師寺の塔は、約
1300年経った今も立派に維持されているわ。ヒノキの耐久性がいかに優
れているかがわかるわよね。
ヒノキの強さの経年変化をみると、伐採してから200年間くらいまでは強
度が高くなり、その後1000年かけて徐々に低くなるそうよ。そして、1000
年経っても伐採したときとほぼ同じ強度を保っているんですって。

うふふ、タラちゃんには
ちょっと難しかったかな。
答えは「3・ヒノキ」よ。

割り箸は日本の食文化には欠かせない存在だけれど、
どうしても木材を無駄にしているような気がしてねぇ……。

国産材の割り箸は、環境にやさしい製品ってことなのね！

割り箸は、資源を有効活用するために生まれた製品なの。建築材をとった
残りの端材や間伐材など、本来は捨てられてしまう材料から作られている
のよ。だから、「森林破壊」や「はげ山」などの問題とは次元が違うものなの。
むしろ、日本の割り箸の生産は山村経済の活性化にもつながるし、間伐
等の森林の手入れを促進してくれるわ。
でも残念なことに、現在日本で使われている割り箸の97%は外国産。安
価に輸入されるようになったことが主な理由なの。荒廃が目立つ今の日本
の森林を、CO2をたっぷり吸収する健全な森林に作り変えるためにも、木
材を使うことは大切なことなんですって。

母さん！ 
ちがうのよ、誤解なの。
答えは「2・ウソ」。

奈良時代に建立された法隆寺の建造物でおもに使われている木材は？
1・スギ　2・アカマツ　3・ヒノキ

割り箸の使用量が増えた結果、森林破壊が進んでしまったってホント？
1・ホント　2・ウソ

https://www.kidukai.com/wood/wood.php
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木づかい運動でウッド・チェンジ！
林野庁では、2005年度から、木材を利用することの意義を広め、木材利用を拡大していくための国民運動として「木づ
かい運動」を展開しています。
皆さんの木づかいが、森を育て、サステイナブルな未来をつくります。
農林水産省公式YouTubeチャンネル「maffchannel」では、林業・木材・建築の川上から川下まで、木づかいをつくる方々
のストーリームービーを公開しています。

【参考】
木づかい運動でウッド・チェンジ
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/top.html

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/top.html
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生活に温もりを与えてくれる木製品を、
暮らしの中に気軽に取り入れてみませんか。
今回は木のある暮らしの楽しみ方や、

木製品に使用される木の種類・特性について紹介します。

林野庁職員
岡崎 木のある暮らし

心も生活も豊かに

木の器で食べると
おいしいー！

今回の

＞日本人に馴染みのある木材を毎日の器に
＞木製品を長く使うためのポイント
＞日本の木材の種類と密度
＞10月は「木材利用促進月間」です
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日本人に馴染みのある木材を毎日の器に

薗部産業（株）
薗部 弘太郎さん（左）
薗部 玄士朗さん（右）

お話を聞いた方々

薗部産業は神奈川県小田原市に位置する木工所。
1946年の創業以来、国産木材を積極的に使用しながら、
木のある暮らしの提案を行っています。

弘太郎さん　弊社で作っている木のお椀は、日本人にとっ
て親しみのあるサクラやケヤキといった6樹種の広葉樹を
採用しています。広葉樹は針葉樹よりも硬くて傷がつきに
くいのが特徴です。漆ではなく無色透明のウレタンで塗
装することで、それぞれの木がもつ自然の表情をそのまま
生かしています。

玄士朗さん　同じ種類の木材で比較しても、日本のものは海外のものよ
り硬いのが特徴です。また、四季があることで年輪がくっきりと現れ、木目
も美しい。そのため耐久性に優れ、表情豊かな製品に仕上がるんです。硬
い分、乾燥や加工などの行程に時間がかかり、難易度も高いのですが、そ
れでも手間を掛けて加工するだけの魅力を感じますね。
弘太郎さん　木材を年輪に対して並行に切り出す「板目取り」で椀の素材
をつくります。そうすることで、年輪が流れるように側面に現れるからです。

日本の木材は強度が高く、
器つくりに適している

薗部産業オリジナルのお椀、
「めいぼく椀」。日本の銘木
を素材にし、美しい木目を
生かしたシンプルなデザイン。

「板目取りは割れや反りなどが起こりやすい
ため、手間と時間をかけじっくり乾燥させま
す」（弘太郎さん）

椀の素となる木材を板目取りで切っていく。

椀の成形も一つ一つ手作り。

乾燥は工程ごとに半年以上時間を掛けて行う。

「カンナなどの道具は作業員自身が刃物鍛冶
して、切れ味を戻します」（玄士朗さん）
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ネジやクギを使わず板を組
み合わせて作る「指物」の
技術を用いて作られたトレイ。

弘太郎さん　テーブルウェアで木を取り入れる一番の魅
力は、料理がよりおいしく見えることでしょう。木には和食・
洋食問わず、どんな料理も受け止められる素材のパワーが
あります。耐熱性もあるので器が熱くならないというメリッ
トもあります。
そうした素材特性はもちろんのこと、お椀の「椀」の字に
は木へんがついていますよね？　やはり日本は昔から木に
寄り添った暮らしを営んできた文化があり、木に触れたり
見たりすると心が落ち着く部分があるなと思っています。

弘太郎さん　めいぼく椀の素材に使用しているのは、サク
ラ、ケヤキ、ブナ、ナラ、クリ、クルミの6樹種です。素材に
より色や木目の入り方に違いがあるだけでなく、じつは重
さにも結構違いがあるんです。たとえばクリやクルミは軽く、
ナラは適度な重量感があります。手に収めたときにしっく
りくる重さを吟味するのも、木製品を選ぶ楽しさのひとつ
ですね。
玄士朗さん　ご家族で買いに来られると、それぞれ違う
樹種で揃える方も多いんです。同じ木の器という統一感
はありながら、それぞれに表情や重さが異なるので、自分
だけのものとして愛着が湧いてくる。それも、木製品なら
ではの魅力でしょう。

木を生活に取り入れる魅力とは？

木の種類でどんな違いがある？

小田原の伝統的な「仁取盆
（にとりぼん）」をリデザイ
ンしたシンプルなプレート。

木材によって色や木目にそれぞれ個性が出てくる。

木製品を長く使うためのポイント

取扱いが難しそうなイメージのある木製品。ポイントを押さえれば、気
軽に日常使いすることができます。

普段使っている食器と同じように、食器
用の中性洗剤で洗えます。やわらかいス
ポンジを使い、こすり過ぎないよう注意。

● 中性洗剤と柔らかいスポンジを使い、やさしく洗う。
● すぐに洗えないときは、水でさっと汚れを流し、水を切っておく。
● コーティング剥がれの原因となるので、つけ置きはNG。
● 電子レンジや食洗器の利用は避ける。
● 100℃を超える料理は、冷ましてから盛り付ける。
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日本の木材の種類と密度
主な国産木材の特徴と用途を紹介します。また、空気中の湿度と平衡状態になった気乾（きかん）での密度をみると、木材の性質がおおよ
そわかります。一般的に、密度が低いほど「軽く、柔らかい」木材で、密度が高いほど「重く、硬い」木材です。

※表内の両矢印は、気乾密度を表したもの。
　数値は複数個体の測定によるもので、左矢印が「最小値」、
　右矢印が「最大値」、中央の丸が「平均値」。

監修
森林総合研究所　木材研究部門　木材加工・特性研究領域　チーム長（特性評価担当）
杉山 真樹さん

針
葉
樹

スギ

※表内の両矢印は、気乾密度を表したもの。
　数値は複数検査によるもので、左矢印が「最小値」、
　右矢印が「最大値」、中央の丸が「平均値」。

説明文／出典：『カラー版 日本有用樹木誌 第2版』（海青社）
気密での密度／出典：『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」
https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html

針
葉
樹

広
葉
樹

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

日本で最も多く植林されている。年輪がくっ
きり目立つのが特徴。軽量かつ加工も容易な
ため、床の間を飾る床柱や天井板などに利用
されている。

スギ

気乾での密度

気乾での密度

肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工
がしやすい。光沢があり香りも良いため、家
具や仏壇、漆器木地、指物や風呂桶など幅広
い木製品に使われる。

ヒノキ

心材（色が濃くなった丸太の中心部）の耐久
性が高く、土台や柱、屋根などの建築材に用
いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
艶の良いものは、「肥松」と呼ばれる。正月に
は枝が門松に使われる。

アカマツ

色白で木目が美しく、艶も良い。耐湿性や耐
乾性にも富み、軟らかく軽量なため箪笥の用
材として重宝されている。下駄や、琴の材料
に使われる。

キリ

肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
葉樹のなかでは軽く軟らかい性質をもち、寸
法安定性が高いため建築の内装や家具、工芸
品などに使われる。

クルミ（オニグルミ）

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐
朽性や耐湿性、保存性に優れる。建築材や
家具、漆器木地として使用されることが多い。

クリ

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れに
くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
用される。

サクラ（ヤマザクラ）

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）

やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
される。

ケヤキ

日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。

カシ（アカガシ）

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

日本で最も多く植林されている。年輪がくっきり目立つ
のが特徴。軽量かつ加工も容易なため、床の間を飾る
床柱や天井板などに利用されている。

ヒノキ

※表内の両矢印は、気乾密度を表したもの。
　数値は複数検査によるもので、左矢印が「最小値」、
　右矢印が「最大値」、中央の丸が「平均値」。

説明文／出典：『カラー版 日本有用樹木誌 第2版』（海青社）
気密での密度／出典：『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」
https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html
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樹
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（g/cm3）

低い 高い

日本で最も多く植林されている。年輪がくっ
きり目立つのが特徴。軽量かつ加工も容易な
ため、床の間を飾る床柱や天井板などに利用
されている。

スギ

気乾での密度

気乾での密度

肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工
がしやすい。光沢があり香りも良いため、家
具や仏壇、漆器木地、指物や風呂桶など幅広
い木製品に使われる。

ヒノキ

心材（色が濃くなった丸太の中心部）の耐久
性が高く、土台や柱、屋根などの建築材に用
いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
艶の良いものは、「肥松」と呼ばれる。正月に
は枝が門松に使われる。

アカマツ

色白で木目が美しく、艶も良い。耐湿性や耐
乾性にも富み、軟らかく軽量なため箪笥の用
材として重宝されている。下駄や、琴の材料
に使われる。

キリ

肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
葉樹のなかでは軽く軟らかい性質をもち、寸
法安定性が高いため建築の内装や家具、工芸
品などに使われる。

クルミ（オニグルミ）

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐
朽性や耐湿性、保存性に優れる。建築材や
家具、漆器木地として使用されることが多い。

クリ

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れに
くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
用される。

サクラ（ヤマザクラ）

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）

やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
される。

ケヤキ

日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。

カシ（アカガシ）

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工がしやすい。
光沢があり香りも良いため、家具や仏壇、漆器木地、
指物や風呂桶など幅広い木製品に使われる。

ヒバ

※表内の両矢印は、気乾密度を表したもの。
　数値は複数検査によるもので、左矢印が「最小値」、
　右矢印が「最大値」、中央の丸が「平均値」。

説明文／出典：『カラー版 日本有用樹木誌 第2版』（海青社）
気密での密度／出典：『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」
https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html
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いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
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材として重宝されている。下駄や、琴の材料
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肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
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品などに使われる。
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くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
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重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。
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やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
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日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。

カシ（アカガシ）
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重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。
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緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
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材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）
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建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
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重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。
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の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
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0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

日本で最も多く植林されている。年輪がくっ
きり目立つのが特徴。軽量かつ加工も容易な
ため、床の間を飾る床柱や天井板などに利用
されている。

スギ

気乾での密度

気乾での密度

肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工
がしやすい。光沢があり香りも良いため、家
具や仏壇、漆器木地、指物や風呂桶など幅広
い木製品に使われる。

ヒノキ

心材（色が濃くなった丸太の中心部）の耐久
性が高く、土台や柱、屋根などの建築材に用
いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
艶の良いものは、「肥松」と呼ばれる。正月に
は枝が門松に使われる。

アカマツ

色白で木目が美しく、艶も良い。耐湿性や耐
乾性にも富み、軟らかく軽量なため箪笥の用
材として重宝されている。下駄や、琴の材料
に使われる。

キリ

肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
葉樹のなかでは軽く軟らかい性質をもち、寸
法安定性が高いため建築の内装や家具、工芸
品などに使われる。

クルミ（オニグルミ）

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐
朽性や耐湿性、保存性に優れる。建築材や
家具、漆器木地として使用されることが多い。

クリ

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れに
くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
用される。

サクラ（ヤマザクラ）

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）

やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
される。

ケヤキ

日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。

カシ（アカガシ）

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐朽性や耐
湿性、保存性に優れる。建築材や家具、漆器木地とし
て使用されることが多い。

サクラ（ヤマザクラ）

※表内の両矢印は、気乾密度を表したもの。
　数値は複数検査によるもので、左矢印が「最小値」、
　右矢印が「最大値」、中央の丸が「平均値」。

説明文／出典：『カラー版 日本有用樹木誌 第2版』（海青社）
気密での密度／出典：『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」
https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html

針
葉
樹

広
葉
樹

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

日本で最も多く植林されている。年輪がくっ
きり目立つのが特徴。軽量かつ加工も容易な
ため、床の間を飾る床柱や天井板などに利用
されている。

スギ

気乾での密度

気乾での密度

肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工
がしやすい。光沢があり香りも良いため、家
具や仏壇、漆器木地、指物や風呂桶など幅広
い木製品に使われる。

ヒノキ

心材（色が濃くなった丸太の中心部）の耐久
性が高く、土台や柱、屋根などの建築材に用
いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
艶の良いものは、「肥松」と呼ばれる。正月に
は枝が門松に使われる。

アカマツ

色白で木目が美しく、艶も良い。耐湿性や耐
乾性にも富み、軟らかく軽量なため箪笥の用
材として重宝されている。下駄や、琴の材料
に使われる。

キリ

肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
葉樹のなかでは軽く軟らかい性質をもち、寸
法安定性が高いため建築の内装や家具、工芸
品などに使われる。

クルミ（オニグルミ）

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐
朽性や耐湿性、保存性に優れる。建築材や
家具、漆器木地として使用されることが多い。

クリ

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れに
くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
用される。

サクラ（ヤマザクラ）

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）

やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
される。

ケヤキ

日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。

カシ（アカガシ）

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れにくく磨くと
艶が出るという特徴から、玩具や楽器の部材、木活字、
額縁といった用途に使用される。

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

軽い
柔らかい

気乾での密度
重い
硬い



2023SEPTEMBER

ブナ

※表内の両矢印は、気乾密度を表したもの。
　数値は複数検査によるもので、左矢印が「最小値」、
　右矢印が「最大値」、中央の丸が「平均値」。

説明文／出典：『カラー版 日本有用樹木誌 第2版』（海青社）
気密での密度／出典：『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」
https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html

針
葉
樹

広
葉
樹

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

日本で最も多く植林されている。年輪がくっ
きり目立つのが特徴。軽量かつ加工も容易な
ため、床の間を飾る床柱や天井板などに利用
されている。

スギ

気乾での密度

気乾での密度

肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工
がしやすい。光沢があり香りも良いため、家
具や仏壇、漆器木地、指物や風呂桶など幅広
い木製品に使われる。

ヒノキ

心材（色が濃くなった丸太の中心部）の耐久
性が高く、土台や柱、屋根などの建築材に用
いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
艶の良いものは、「肥松」と呼ばれる。正月に
は枝が門松に使われる。

アカマツ

色白で木目が美しく、艶も良い。耐湿性や耐
乾性にも富み、軟らかく軽量なため箪笥の用
材として重宝されている。下駄や、琴の材料
に使われる。

キリ

肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
葉樹のなかでは軽く軟らかい性質をもち、寸
法安定性が高いため建築の内装や家具、工芸
品などに使われる。

クルミ（オニグルミ）

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐
朽性や耐湿性、保存性に優れる。建築材や
家具、漆器木地として使用されることが多い。

クリ

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れに
くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
用される。

サクラ（ヤマザクラ）

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）

やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
される。

ケヤキ

日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。

カシ（アカガシ）

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げの加工性
に優れる。そのため曲げ木を使った洋家具のほか、玩具、
調度品などに使用されることが多い。

カエデ（イタヤカエデ）

※表内の両矢印は、気乾密度を表したもの。
　数値は複数検査によるもので、左矢印が「最小値」、
　右矢印が「最大値」、中央の丸が「平均値」。

説明文／出典：『カラー版 日本有用樹木誌 第2版』（海青社）
気密での密度／出典：『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」
https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html

針
葉
樹

広
葉
樹

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

日本で最も多く植林されている。年輪がくっ
きり目立つのが特徴。軽量かつ加工も容易な
ため、床の間を飾る床柱や天井板などに利用
されている。

スギ

気乾での密度

気乾での密度

肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工
がしやすい。光沢があり香りも良いため、家
具や仏壇、漆器木地、指物や風呂桶など幅広
い木製品に使われる。

ヒノキ

心材（色が濃くなった丸太の中心部）の耐久
性が高く、土台や柱、屋根などの建築材に用
いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
艶の良いものは、「肥松」と呼ばれる。正月に
は枝が門松に使われる。

アカマツ

色白で木目が美しく、艶も良い。耐湿性や耐
乾性にも富み、軟らかく軽量なため箪笥の用
材として重宝されている。下駄や、琴の材料
に使われる。

キリ

肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
葉樹のなかでは軽く軟らかい性質をもち、寸
法安定性が高いため建築の内装や家具、工芸
品などに使われる。

クルミ（オニグルミ）

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐
朽性や耐湿性、保存性に優れる。建築材や
家具、漆器木地として使用されることが多い。

クリ

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れに
くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
用される。

サクラ（ヤマザクラ）

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）

やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
される。

ケヤキ

日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。

カシ（アカガシ）

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）の区別
が明瞭ではない。床材に用いられるほか、振動特性に
も優れピアノの木骨やエレキギターにも使われる。

ナラ（ミズナラ）

※表内の両矢印は、気乾密度を表したもの。
　数値は複数検査によるもので、左矢印が「最小値」、
　右矢印が「最大値」、中央の丸が「平均値」。

説明文／出典：『カラー版 日本有用樹木誌 第2版』（海青社）
気密での密度／出典：『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」
https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html
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樹

広
葉
樹

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

日本で最も多く植林されている。年輪がくっ
きり目立つのが特徴。軽量かつ加工も容易な
ため、床の間を飾る床柱や天井板などに利用
されている。

スギ

気乾での密度

気乾での密度

肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工
がしやすい。光沢があり香りも良いため、家
具や仏壇、漆器木地、指物や風呂桶など幅広
い木製品に使われる。

ヒノキ

心材（色が濃くなった丸太の中心部）の耐久
性が高く、土台や柱、屋根などの建築材に用
いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
艶の良いものは、「肥松」と呼ばれる。正月に
は枝が門松に使われる。

アカマツ

色白で木目が美しく、艶も良い。耐湿性や耐
乾性にも富み、軟らかく軽量なため箪笥の用
材として重宝されている。下駄や、琴の材料
に使われる。

キリ

肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
葉樹のなかでは軽く軟らかい性質をもち、寸
法安定性が高いため建築の内装や家具、工芸
品などに使われる。

クルミ（オニグルミ）

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐
朽性や耐湿性、保存性に優れる。建築材や
家具、漆器木地として使用されることが多い。

クリ

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れに
くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
用される。

サクラ（ヤマザクラ）

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）

やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
される。

ケヤキ

日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。

カシ（アカガシ）

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
（g/cm3）

低い 高い

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、装飾的
価値も備えている。古くは雪ソリとして使用されていたほ
か、ウイスキーの樽の用材としても知られる。

ケヤキ

※表内の両矢印は、気乾密度を表したもの。
　数値は複数検査によるもので、左矢印が「最小値」、
　右矢印が「最大値」、中央の丸が「平均値」。

説明文／出典：『カラー版 日本有用樹木誌 第2版』（海青社）
気密での密度／出典：『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」
https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html
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日本で最も多く植林されている。年輪がくっ
きり目立つのが特徴。軽量かつ加工も容易な
ため、床の間を飾る床柱や天井板などに利用
されている。

スギ

気乾での密度

気乾での密度

肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工
がしやすい。光沢があり香りも良いため、家
具や仏壇、漆器木地、指物や風呂桶など幅広
い木製品に使われる。

ヒノキ

心材（色が濃くなった丸太の中心部）の耐久
性が高く、土台や柱、屋根などの建築材に用
いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
艶の良いものは、「肥松」と呼ばれる。正月に
は枝が門松に使われる。

アカマツ

色白で木目が美しく、艶も良い。耐湿性や耐
乾性にも富み、軟らかく軽量なため箪笥の用
材として重宝されている。下駄や、琴の材料
に使われる。

キリ

肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
葉樹のなかでは軽く軟らかい性質をもち、寸
法安定性が高いため建築の内装や家具、工芸
品などに使われる。

クルミ（オニグルミ）

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐
朽性や耐湿性、保存性に優れる。建築材や
家具、漆器木地として使用されることが多い。

クリ

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れに
くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
用される。

サクラ（ヤマザクラ）

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）

やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
される。

ケヤキ

日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。

カシ（アカガシ）
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気密での密度／出典：『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」
https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html
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肌目が緻密で色・艶がよく、強靭ながら加工
がしやすい。光沢があり香りも良いため、家
具や仏壇、漆器木地、指物や風呂桶など幅広
い木製品に使われる。

ヒノキ

心材（色が濃くなった丸太の中心部）の耐久
性が高く、土台や柱、屋根などの建築材に用
いられる。抽出液は「ヒバ油」といわれ、抗
菌剤や芳香剤として使用される。

ヒバ

針葉樹材のなかでは重く、頑丈なので床材や
梁によく使用される。マツヤニを多く含み色
艶の良いものは、「肥松」と呼ばれる。正月に
は枝が門松に使われる。

アカマツ

色白で木目が美しく、艶も良い。耐湿性や耐
乾性にも富み、軟らかく軽量なため箪笥の用
材として重宝されている。下駄や、琴の材料
に使われる。

キリ

肌目は粗いが、磨くと飴色の光沢を放つ。広
葉樹のなかでは軽く軟らかい性質をもち、寸
法安定性が高いため建築の内装や家具、工芸
品などに使われる。

クルミ（オニグルミ）

肌目が粗いが、タンニンの含有量が高く、耐
朽性や耐湿性、保存性に優れる。建築材や
家具、漆器木地として使用されることが多い。

クリ

材面は赤～桃色を帯び、均質で緻密。割れに
くく磨くと艶が出るという特徴から、玩具や
楽器の部材、木活字、額縁といった用途に使
用される。

サクラ（ヤマザクラ）

重硬で強度が高く、材面が均質で切削や曲げ
の加工性に優れる。そのため曲げ木を使った
洋家具のほか、玩具、調度品などに使用され
ることが多い。

ブナ

緻密で白色に近く、心材と辺材（心材の周縁）
の区別が明瞭ではない。床材に用いられる
ほか、振動特性にも優れピアノの木骨やエレ
キギターにも使われる。

カエデ（イタヤカエデ）

重硬かつ緻密で、強度が高い。木目は明瞭で、
装飾的価値も備えている。古くは雪ソリとし
て使用されていたほか、ウイスキーの樽の用
材としても知られる。

ナラ（ミズナラ）

やや重くて堅く、強度が高い。磨くと光沢が
生まれ、木目の装飾的価値も高いため、社寺
建築のほか和太鼓の胴、臼や杵などにも使用
される。

ケヤキ

日本産木材のなかでも最も重く堅い部類で、
強度も高い。古くは農具としての使用のほか、
強靭さを求められる木刀などの器具材、車両
材や建築材などに使用される。
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説明文／出典：伊東、佐野、安部、内海、山口 著『カラー版 日本有用樹木誌 第2版』（海青社）
気乾での密度／出典：木材工業編集委員会 編『日本の木材』（日本木材加工技術協会）
写真提供：森林総合研究所「日本の木材データベース」　https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html

10月は「木材利用促進月間」です
毎年10月は「木材利用促進月間」です（10月8日は「十と八」
で「木」の日）。
期間中は、行政や各種団体、企業などにより、「木づかい
運動」の推進にかかるイベントの開催など、全国でさまざ
まな取組が展開されます。
詳細は、木材利用促進月間のWebページにあるイベン
ト情報をご確認ください。

【参考】
木材利用促進月間
https://www.rinya.maff.go.jp/
j/riyou/kidukai/gekkan.html

https://db.ffpri.go.jp/WoodDB/index.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/gekkan.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/gekkan.html
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「ウッドデザイン」の
魅力

木材の可能性に感動！

木材の
素晴らしさを
ご覧あれ！

林野庁職員
岡崎

木の良さや価値を再発見できる製品や取り組みを表彰する「ウッドデザイン賞」。
その受賞作について深堀りすれば、

木の魅力や可能性についてもっと知ることができるはず。
そこで今回は、審査委員を務める専門家に、
ウッドデザインの魅力を語っていただきました。

今回の

＞専門家に聞く！ 「ウッドデザイン賞」受賞作のここが素晴らしい
＞魅力的な受賞作の数々
＞公共施設だけではなく民間施設もウッド・チェンジ！
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専門家に聞く！
「ウッドデザイン賞」受賞作のここが素晴らしい

「ウッドデザイン賞」は、木で暮らしと社会を豊かにするモ
ノ・コトを表彰し、国内外に発信するための顕彰制度とし
て2015年にスタート。受賞製品について広報・PRの場が
提供されるようになったことで、日本の木材利用事例の注
目度は年々高まりを見せています。生産から商品に関わる
人同士のマッチングも進み、次のイノベーションへとつな
げることにより、出品されるプロダクトやビジネスモデルも
拡大してきました。現在では、洗練された意匠や機能的な
空間提案だけにとどまらず、複数の社会問題を横断的に
解決するような取り組みも増えています。

9年目を迎えた
「ウッドデザイン賞」の役割

SANU 2nd Home（サヌ セカンド ホーム）
2022年受賞・最優秀賞 （環境大臣賞）

【参考】
ウッドデザイン賞
https://www.wooddesign.jp/

お話を
聞いた方々

赤池 学さん

（株）ユニバーサルデザイン
総合研究所所長
ウッドデザイン賞
審査委員長

（株）乃村工藝社
エグゼクティブ
クリエイティブディレクター
ウッドデザイン賞 審査委員

鈴木 恵千代さん

赤池　SANUは、環境配慮型の木造キャビンというウッドデザインに、サ
ブスクで泊まれるという楽しさを組み合わせた点がビジネスモデルとして
非常に優れていると感じました。実際、現在の稼働率は8割超と大変人気
です。
鈴木　木造のキャビンは山との親和性がありますし、柱を立てて建物の
基礎を上げるなど環境に配慮して建てられていますね。

赤池　さらに釘やビスを極力使わず、組み立てやすく解体しやすくしているという建築の工夫もされています。そのためきれいに分解して、よ
そへ移設することも可能です。さらに収益の一部で植林をするなど、自然への負荷を最小化したサーキュラー型建築となっています。
鈴木　いろいろな場所で実践できるので、ビジネスとしても広がりがありますね。
赤池　そうですね。サブスク型なので多様な地域への訪問を促進できるのもポイントです。現在国内に11拠点ありますが、これからさらに
増えていくそうです。

木の温もりを感じる室
内。窓からは森の風景
を望め、まるで木に囲
まれているかのよう。

「自然の中にあるもうひとつの家」を提供

「自然の中にあるもう一つの家」を提供するサービス。
月額5万5000円のサブスクリプションに登録することで、
都心から好アクセスの自然立地における環境配慮型の
木造キャビンを自由に選択し、宿泊することができる。

https://www.wooddesign.jp/
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食と木材の地域資源活用と地域の魅力発信

都心に建つ地震や火事に負けない木造住宅

浜松料理 娯座樓（ござろう）
2021年受賞・優秀賞 （林野庁長官賞）

堀切の家
2016年受賞・優秀賞 （林野庁長官賞）

鈴木　2021年に全面改装されたこのお店には、地元の上質な天竜材が使
われています。戦後に植林された人工林のスギやヒノキが使いどきを迎え
ていて、立派な大径木（たいけいぼく）をふんだんに使える状況にあるんで
すね。フシのないスギの木目の美しさに圧倒されそうです。
赤池　このお店は、もともとオーナーが浜松の水産物や農産物を生かした
「浜松料理」というものを確立しようという思いからスタートしているんです。
それなら、内装にも地元の天竜材を活用しようと。

鈴木　食も木材も地域資源を活用し、地域の魅力を発信する。地域の事業者の協働によるウッドデザイン開発の良例ですね。
赤池　現在こうした事例は広がりを見せていて、例えば新潟県の佐渡島でも地元の食材を使った佐渡料理を確立しようという動きがあります。
佐渡は良質な木材の産地でもあるので、店舗はその木材を生かして作る計画がされるなど、今やウッドデザインが地方の産業振興のエンジ
ンにまでなっているんです。

天竜材の木質を生かした店内で、
地元浜松でとれた新鮮な魚や野
菜を使った料理が楽しめる。

静岡県浜松市にある、地元食材を使った料理を提供する
飲食店。店舗には日本三大人工美林のひとつである天竜
の木材がふんだんに使用され、浜松の魅力を五感で味わ
うことができる。

鈴木　今の木造住宅は、日本の建築の良さを残しながらもだいぶ洗練されてきました。木の質感が町に
やすらぎを与えると同時に、縁側があることで外にも開かれコミュニケーションが生まれそうなのもこの
家の魅力でしょう。
赤池　都市部で木造建築物を計画する際のお手本のような住宅ですね。

鈴木　堀切の家が建つのは東京下町の準防火地域なので防火構造（30
分間の延焼防止）である必要があるのですが、 ここは木材をあらわにしな
がらそれをクリアしています。木材ってすぐに燃えてしまうイメージを持た
れている方もいるのですが、そうではないんです。燃焼速度は1分間に約1
ミリメートルといわれているので、30分もたそうと思えば燃えしろとなる部
分が3センチメートル厚ければいい。現
在は戦後に造林した木の分厚い材が
利用しやすくなっているので、それを生
かした防火対策が可能です。
赤池　近年はコロナ禍により家で過ご
す時間が増えたことから、木のある庭
を作ったり、内装に木材を生かしたりし
たデザインの分譲戸建てが増えてきて
いますね。

東京都心の木造密集市街地（準防火地域）に建つ木造2
階建て住宅。建物外観など木材をあらわにしながらも、
地震や火事に負けない設計上の配慮をしている。

道路に面した側には、板張りの
縁側が。近隣住民とのコミュニ
ケーション空間としても機能する。
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魅力的な受賞作の数々
このほかにも、ウッドデザイン賞には木材の魅力や可能性を感じられる受賞作がたくさんあります。

北海道産材を積極活用した木質感のある空間づく
りで、宿泊客にリラックスした時間を提供。「内装だ
けでなく、建物の上層3階を木造にすることで建築
物としての重量を抑えるなど、木を生かすメリットが
考え抜かれています」（鈴木）

国内初の
高層ハイブリッド木造ホテル
ザ ロイヤルパーク
キャンバス 札幌大通公園
2021年受賞・優秀賞（林野庁長官賞）

2016年熊本地震後風呂に困る人の姿を見て、自宅
の1階で銭湯を開業。地域に開かれた交流の場に。
「伝統的な重ね透かし梁りとCLTのアーチで、コス
トを抑えながら大地震に耐える作りに」（鈴木）。災
害発生時は避難所としての役割も担う。

自宅の風呂を公共性のある銭湯に
神水（くわみず）公衆浴場
2021年受賞・奨励賞（審査委員長賞 )

「子どもと楽しむ海の家」がコンセプト。海の家とい
う時限的な施設で、木造建設の良さが追求されて
いる。「安価かつ少ない材料で、木の素材感が際立
つ開放的な空間を作ることに成功しているのが見
事」（鈴木）

最小限のコストと材料で実現した
開放的な海の家
TRIAXIS（トライアクシス）須磨海岸
2021年受賞・優秀賞（林野庁長官賞）

中身成分にもパッケージにも
樹木を活用
BAUM（バウム）
2021年受賞・奨励賞（審査委員長賞 )

樹木の力を中身成分からプロダクトにまで応用。
パッケージの木製パーツは繰り返し使用でき、樹
木由来の天然香料が心地よく香る。「デザイン性も
高くサステナブル。地元の木材を使ったコスメなど、
地域企業への広がりも期待できます」（赤池）
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過去の
ウッドデザイン賞は

こちら

https://www.wooddesign.jp/db/

公共施設だけではなく
民間施設もウッド・チェンジ！

2021年に“木材利用促進法”が改正され、法律名が「脱炭素社会の実現
に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に関する法律」
に変わりました。これにより、法の対象が公共建築物から民間建築物を
含む建築物一般に拡大しました。

【参考】
「脱炭素社会の実現に資する等のための
建築物等における木材の利用の促進に
関する法律」について

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/koukyou/

外装部品に、山形県産の杉材の圧密成型合板と
鋳物を採用。「ストーブの外装を木質化したデザイ
ンで、日本の住宅にも調和します」（赤池）。燃料で
あるペレットが、地域の間伐材や未利用材の活用
にもつながるという利点もある。　

木質を生かし日本の住宅にも
馴染む洗練デザインに
木質ペレットストーブ「OU」（オウ）
2020年受賞

無機質な自転車に、木目の柔らかな質感で温もり
をプラス。木製フレームとしてJISの試験基準をク
リアし耐久性も確保。「独創性の高い作品。現在
は、木の弾力性を利用し走行性能を上げる研究開
発も進んでいるそう」（赤池）

温もりのある質感と
耐久性を兼備した木の自転車
木製自転車スポーツタイプ TR-S型 
E-Thruタイプ
2022年受賞・優秀賞（林野庁長官賞）

https://www.wooddesign.jp/db/
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/koukyou/
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林野庁職員
岡崎「木育」のすすめ

木が教えてくれること

木のおもちゃには
愛着が湧きます

年間約15万人の来場者がある「東京おもちゃ美術館」（東京都新宿区）。
館内に一歩足を踏み入れると、木の香りに包み込まれます。
木とふれあい、木に学び、木と生きる「木育」について、

多田館長にお話をうかがいました。

今回の

＞多くの人を「木」のファンにしたい
＞林野庁には木がいっぱい！ 「ウッド・チェンジ」ツアー
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多くの人を「木」のファンにしたい

東京おもちゃ美術館には、「赤ちゃん木育ひろば」という部屋があります。温かく柔らかい無垢のスギ材の
フローリングを敷き、大きな木製のオブジェや手のひらサイズの「スギコダマ」をはじめとするたくさんの
木のおもちゃを置いています。
不思議なことに、この部屋では赤ちゃんがほとんど泣かないんです。木に触れることで心が落ち着くんじゃ
ないでしょうか。また、子どもに限ったことではなく、保護者の方にも同じことがいえます。お父さんやお
母さんも落ち着いて過ごせるから、赤ちゃんといっしょに遊んだり休んだりしています。滞在時間も長いん
ですよ。

「木育ひろば」では赤ちゃんが泣かない

「赤ちゃん木育ひろば」には国内10地域のス
ギが使われていて、温かな空間をつくりあげ
ている。右下に数十個置かれているのがスギ
コダマ。

兵庫県産の木製そろばん玉が大きな箱いっぱ
いに置いてあり、子どもたちは手のひらいっ
ぱいにつかんで遊ぶ。

北海道産の広葉樹の木玉が
2万個入った「木の砂場」は
まるでプールのよう。

木のおもちゃは、何年、何十年経っても使い続けることが
できます。色は変化しますし、削れたり丸みを帯びたりと
形を変えることもあります。それでも捨てられることなく愛
され、世代を超えて受け継がれるのは、おもちゃになって
も木は「生きている」からなんです。
身近に、ご両親やその上の世代の方の使っていた羽子板
やけん玉やコマはありませんか？ 大切に使ってきたぬくも
りや思い出もいっしょに受け継ぐことができるのは木のお
もちゃだからこそだと思います。

おもちゃになっても木は「生きている」

木の野菜を収穫して、木の
キッチンで調理して食べる
といった食べ物の流れを体験。

お話を聞いた方

多田千尋さん
東京おもちゃ美術館
館長

身近に木がある暮らしは、心を落ち着かせるだけでなく日本の森林の活性化にもつながります。とはいえ、
すべてを一度に木で揃えましょうということではありません。
例えば、「国産材の木のおもちゃを誕生祝いにしよう」など、お子さんに木のおもちゃをひとつ、ふたつと
用意してあげるところから始めてみてはどうでしょう。木のおもちゃに触れて楽しむことで、みんなが木のファ
ンになってほしいですね。そして、次に何かを買い替えるときに「木の製品にしようかな」と検討してほしい。
そんなふうに思っています。
木育というと、「小さなころから木に触れ、木と生きていくこと」と捉えがちですが、年齢を問わず誰にとっ
ても必要な取り組みです。木のおもちゃが、少しずつ暮らしの中に「木」のぬくもりを増やしていくウッド・チェ
ンジのきっかけになるとうれしいです。

暮らしの中に少しずつ木を取り入れてみて

東京おもちゃ
美術館
https://art-play.or.jp/ttm/

https://art-play.or.jp/ttm/
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農林水産省には木がいっぱい！
「ウッド・チェンジ」ツアー

農林水産省では、暮らしの中に木材製品を取り入れることで、日本の森林を育てていく「木づかい運動」を推進しています。
霞が関にある庁舎内も木がいっぱい使われています。

ワークデスクや打ち合わせスペース、棚など至る
所に木があふれています。

廊下に設置された自動販
売機にもふんだんに間
伐材が使われています。

こちらの曲げわっぱのお
弁当箱は、田端さんが
小学生のとき長野県の
木曽へ旅行に行った際、
お祖母様に買っていた
だいたものなのだとか！ 
田端朗子
林野庁木材利用課 課長補佐

木目の美しさが目を引く通勤カバンは、高知県の
スギの間伐材から作られているのだそう。
小島裕章 林野庁木材利用課長
 （※2023年6月撮影当時、現輸出・国際局国際経済課長） 

数十年間、毎
日

愛用しています

軽くて耐久性にも優れているんですよ！

原料に間伐材を含む国産材を
3割以上使用する「カートカン」に

入った飲料を販売

テーブルの肌触りが
抜群なのだそう

林野庁長官室。壁や床をはじめ、
小物まで木がふんだんに使われて
います。

林野庁長官の
ネームプレートも木製！

2017年に設置した農林水産省の事
業所内保育所も、企画段階から林野
庁が関わり、木がいっぱい。内装や
設備をはじめ、子どもたちは木製の
玩具で楽しそうに遊んでいました。

足の裏に触れる木の感触が
とっても心地いい！
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第二回

第一線で活躍する和食の達人から将来を担う子どもたちへ想いを
つなぐ連載企画「未来へつなぐ和食」。今回は和食の神髄を味わ
えるとされる会席、懐石について、東京都・赤坂で日本料理店「赤

坂おぎ乃」を営む荻野聡士さんにお聞きしました。聞き手は、料
理が趣味で、和食の料理人に強いあこがれをもつ黒木蘭さんです。

連載C O L U M N
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切り方ひとつで
食材の味が変わる

同じ「かいせき」でも
異なる日本料理がある

黒木蘭さん(以下、黒木)　荻野さんのお店ではどのような料理を食
べられるのですか？
荻野聡士さん(以下、荻野)　伝統的な日本料理を10品ほどお出し
します。一品ごとの量を少なくして、コース仕立てにした現代風の
会席、「会う席」と書く料理です。少しややこしいのですが、同じ「か
いせき」という言葉でも異なる日本料理があります。
黒木　どう違うんですか？

荻野　「懐に石」と書く懐石もあります。懐石はおもてなしのため
の料理で、茶懐石とも呼ばれ、茶の湯（お茶会）の前にお腹を満
たすための軽食が起源です。ご飯は料理の前にいただきます。も
う一つの会席のほうもおもてなしの料理ですが、お酒を楽しむもの
で、ご飯は料理の後にいただきます。そうした違いはあるものの、
料理の世界では両方の垣根を越えようとする動きがあり、私も会席
をベースとしながら、茶道の精神性も大切にしたいと考えています。

黒木　料理にはどのようなこだわりがありますか？
荻野　伝統あるものを大切にするようにしています。日本には季
節の移ろいがあり、1月7日の「人日（じんじつ）」、3月3日の「上
巳（じょうし）」、5月5日の「端午（たんご）」、7月7日の「七夕（し
ちせき）」、9月9日の「重陽（ちょうよう）」と奇数月に健康長寿や
厄除けなどの願いを込めた節句の行事があります。こうした歳時
（季節ごとの自然の変化や行事）を料理で表現することで、季節
や日本文化に触れていただきたいと思い、一つの盆に、旬の海や

山の食材を盛り、季節を表現する「八寸」という茶懐石の料理を
コースに採り入れています。
黒木　調理の際、どのようなことを大切にしていますか？
荻野　出汁をひく、煮る、焼く、それぞれポイントがありますが、
日本料理の原点だと思っているのが包丁さばきです。包丁の入れ
方一つで食材の味が変わるんですよ。──試しにアオリイカに切り
目を入れたものと入れていないものを食べ比べてみてください。
違いが分かるはずです。

緊張せず、楽しんで食べてもらえればい
いんです。ただ、希少な器が多いので、
食べた後に器を重ねて傷つけないように
注意してください。

会席や懐石はマナーが難しい印
象があります。



2 0 2 3 S E P T E M B E R

連載C O L U M N

自分の指を動かすように
包丁を動かせるように

黒木　僕は料理が趣味で、荻野さんのような和食の料理人にあこ
がれます。
荻野　そうですか！ 料理にはどのようなきっかけで興味を持った
んですか？
黒木　学校の授業で、茶の湯を経験したことがあって、そのとき
出されたお菓子から食べ物に興味を持ちました。釣りが好きで、
魚は見た目も、さばくのも好きです。

荻野　さばき方はどのようにして学んだのですか？
黒木　YouTubeを見て独学しました。
荻野　よければ包丁を持ってみますか。
黒木　はい！ お願いします。
荻野　（包丁の持ち方を教えながら）刃先までを長くするとグラグ
ラするので私たち板前はかなり短く持ちます。自分の指を動かす
ように包丁を動かせるようになるのが理想ですね。

とても持ちやすくて手に馴染むようです。
名前が入った包丁にも憧れます。

職人さんの仕事が丁寧だから日本には切
れ味の良い包丁があるんです。

切り目が入ってるほうが柔らかくて甘味が
強くておいしいですね！ こんなに味や食
感が変わるなんて驚きました。

包丁を入れることでイカの身の内部にあ
る甘味、うま味を感じやすくなり、ねっと
りした食感になります。
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連載C O L U M N

くろき・らん●2009年、神奈川県出身。オスカープロモーション
所属。モデルとしてテレビ、CMなどで活躍。料理とキャンプが趣味。
特技はバスケットボールとスノーボード。

おぎの・さとし●1987年、東京都出身。寿司屋でのアルバイトを
きっかけに料理人を志す。高校卒業後、「京都 吉兆」「銀座 小十」
を経て「銀座 奥田」へ。30歳で「銀座 奥田」の料理長に就任。
料理長を3年間経験し、2020年、東京都・赤坂に「赤坂 おぎ乃」
をオープン。

この仕事をしているうち
この国がいっそう好きに

黒木　荻野さんが和食に興味を持ったのはいつ頃ですか？
荻野　中学生の頃にお寿司が大好きになったのがきっかけです。
高校生のとき、寿司店でアルバイトをして、料理の楽しさや奥深さ
を知り、お客さまから直接、「おいしかった。ありがとう」と言って
もらえる素晴らしい職業だと感じました。父からは、「日本文化や
日本料理を学べば、料理人としての幅が広がる」と助言され、料
亭で修行をすることに決めました。

黒木　どのようなところに和食の良さを感じますか？
荻野　素材を生かせるのが和食の良さです。日本は食材の宝庫。
海や山の幸に恵まれているというだけでなく、日本人は真面目で
すから、野菜は丹精込めて育ててくれますし、魚も新鮮なままで
届けてくれます。食に関わる各分野のスペシャリストと仕事を通し
て関わるうちに、私は日本という国がいっそう好きになりました。

料理人へのあこがれが強くなりました。
ありがとうございました！　

ぜひ素晴らしい
料理人になってください。
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特別展「和食 ～日本の自然、人々の知恵～」

2020年に新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止となった展覧会が、「和食」がユネスコ無形文化遺産に登録されて10周年となる
2023年に、上野・国立科学博物館にて開催されます。日本列島の自然が育んだ多様な食材や、人々の知恵や工夫が生み出した技術、歴史
的変遷、そして未来まで、身近なようで意外と知らない「和食」の魅力を味わってください。

第1章 「和食」とは？
和食の広がりを体感できる映像と、世
界の食との比較で、和食とは何かを考
えます。

第2章 列島が育む食材
水、キノコ、野菜、魚介類など日本列島が
もたらす豊かな食材と、食への飽くなき
挑戦によって生み出された発酵の技術や
出汁について科学的な視点で解説します。

第3章 和食の成り立ち
縄文時代から現代まで、人々の知恵や
おもてなしの心、海外との交流を通じて
発展してきた和食の歴史を紐解きます。

第 4章 和食の真善美
道具や料理人の繊細な技術、そして四
季折々の風景と美しい料理を映像で紹
介します。

第5章 わたしの和食
ラーメン、カレー、オムライスなどを「こ
れって和食？」というアンケートを取り、
その結果から改めて和食とは何かを考
えます。

第 6章 和食のこれから
社会の変化を受けて変わり続ける、和
食のこれからを展望します。

【展覧会名】 特別展「和食 ～日本の自然、人々の知恵～」
【会　　期】 2023年10月28日（土）～2024年2月25日（日）
 ※会期等は変更になる場合がございます。
【会　　場】 国立科学博物館（東京都・上野公園）

開催概要

展示内容

開館時間などは特別展
「和食 ～日本の自然、人々の知恵～」
公式サイトをご確認ください。
https://washoku2023.exhibit.jp/

〜

マグロの 実物大模型（2020年の展示風景）国立科学博物館蔵 織田信長が徳川家康をもてなした本膳料理の再現模型
奥村彪生監修　御食国若狭おばま食文化館
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